
 

 

【九州・沖縄ブロック】  

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 熊本県菊池市 

②事業名 菊池市街地における「市民広場と水辺を利用したにぎわい形成」

について 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

１.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

 令和 3 年度に河川整備を控えている日本遺産にもなっている一

級河川菊池川の支流迫間川、それに併せてまちづくりを行うため

昨年度から「菊池市かわまちづくり計画検討協議会（現在，かわ

まちづくり推進協議会に改称）」を設置し、市民の要望を調査・実

施・検討している状況である。最終的な目標として河川整備後の

管理が出来る、市民団体や民間事業者を発見したい。しかし、市

民団体や民間事業者を導入する機能やその事業手法については具

体的に決まっておらず、今回の助言・提案を踏まえ計画する予定

である。 

④サウンディングの目的 〇菊池市中心市街地である隈府地区と玉祥寺地区の間に流れる迫

間川の河川整備（遊歩道、広場等）が令和３年度から計画され

ている。その整備に併せて隈府地区などでまちづくり、まちお

こしを同時に行う。 

〇特に周辺の観光地として「菊池市民広場」があり、昨年大規模

な改修工事が行われ，イベント等が行える全天候型の空間が新

設された。現在では、地域に根付いているお祭りはもちろん、

様々な団体によるマルシェやイベントが開催されており、観光

客は増加している。一方で、付近の通りの商店は後継者不足な

どで空家・空き店舗が増え、普段の賑わいは減少している。 

〇また迫間川の上流は竜門ダムに繋がっており、竜門ダムではウ

ォーキングや竜門ダムフェスタなど多彩なメニューを継続実施

しており、観光資源として活用されている。 

〇このような現状を踏まえ、迫間川の河川整備を将来的にはまち

なかと繋げて、川とまちを観光資源として一体的に活用できる

よう、街側も必要な整備を検討したい。また整備後は施設利用



 

 

と管理もできる独自性のある企業・施設・店舗を市民広場や御

所通りの空き家、迫間川沿いの土地等に誘致したい。 

〇迫間川の右岸（対岸）には，菊池市に関係の深い農村地域であ

る玉祥寺地区があり，近年水辺の利用，農村ツーリズムの可能

性なども高まっている． 

〇迫間川の河川環境整備及び周辺のまちづくりにおけるポテンシ

ャル・魅力・課題、またどのような商業ニーズがあるか等をお

伺いしたい。民間事業者が参入したいと思うようなアイデアを

取り入れるため、サウンディングを実施する。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇市民広場や御所通りの空き家、迫間川沿いの土地を利活用して，

まちなかの回遊性を高め，観光客を含め地域の方々にも歩いて

もらうには、どのような整備検討が必要か、民間参入にどのよ

うな業種が考えられるかなどご提案いただきたい。 

〇民間事業者を誘致するためにはどのような手法が想定されるか

お伺いしたい。 

④対話を希望する業種 

 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     

7.運営（          ） 

8.その他（民間企業（飲食、観光、宿泊など） ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数

可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記

入下さい 

菊池市隈府地区と玉祥寺地区の間に流れる迫間川の河川整備（遊

歩道、広場等）を行う。その整備に併せて隈府地区と玉祥寺地区

を繋ぎまちづくり、まちおこしを同時に行う。 

③現状及び課題 【隈府側】 

・市民広場が全体的に改修され、観光客の増加に繋がっている。

しかし、肝心の商店街と温泉街は後継者不在などもあり空き店舗

が増加している。観光客が訪れるも、賑わいを感じることができ

ない。 

・また市民広場から徒歩 10 分のところに迫間川へ直接通じる道

があるが、常に管理がされているわけではなく、普段は野草に覆

われており川に近づくことができない課題がある。 

【玉祥寺側】 

・ヨシなどの雑草が生い茂り、迫間川の水辺に近づくのが難しい。 

・高木が生い茂り隈府という町がすぐそばにあることが認識でき

ず、一体感がないこと 



 

 

賑わい復活のために各箇所での整備が必要と考える。 

④前提条件 利用者のターゲット：地域住民、観光客 

施設の所有形態：菊池市が管理（民間への管理委託も検討） 

⑤事業スケジュール（予

定） 

水辺環境整備：令和３年度から施工予定 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 迫間川は竜門ダムの下流に位置しており、アユやオヤニラミ等が

生息する良好な河川環境である。観光物産館などがある菊池市民

広場から徒歩 10 分の距離にあり、御所通りなどとも隣接してい

ることから観光地として好立地である。 

②敷地面積 市民広場：20,000 ㎡ 

御所通り：1kｍ程度 

河川両岸：５００ｍ程度 

③土地利用上の制約 【隈府側】 

第一種住居地域、法 22条区域、建蔽率 60%・容積率 200% 

【玉祥寺側】 

無指定、防火指定なし、建蔽率 70%・容積率 200% 

④所有者 菊池市 

（河川区域は国土交通省） 

⑤周辺施設等 迫間川より徒歩 10 分圏内に菊池神社・菊池市民広場・菊池公園・

観光物産館・美術館・ポケットパーク・喫茶店・温泉街・旅館・

寺など 

⑥対象地周辺の一般的な

イメージ 

菊池神社、歴史ある通り、菊池市街部、田園風景 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②施設の延床面積   

③建物の構成（構造、階数）   

④主な施設の内容、導入機

能 

  

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

  



 

 

等） 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

  

4-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

①施設名称   

②規模、能力 等   

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

  

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと

等） 

  

■ 添付資料 

当日、会場にて「菊池市かわまちづくり計画検討の経緯」配布予定  


